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信じた私たちは、この安息に入ります。こう言われているとおりです。「私は怒り、誓

いを立てた。『彼らは決して私の安息に入ることはない 。』」 もっとも、天地創造の時に、

神の業は終わっています。なぜなら、ある個所で七日目について、「神は七日目に、その

すべての業を終えて休まれた」と言われているからです。そして、先の箇所では、「彼ら

は決して私の安息に入ることはない」とあります。こういうわけで、この安息に入る機会

は人々にまだ残されており、先に福音を告げ知らされた人々は、不従順のゆえに入ことを

しなかったので、神は、改めてある日を「今日」と定めて、すでに引用したとおり、長い

年月の後に、ダビデを通して言われました。「今日、あなたがたが神の声を聞くなら / 心

をかたくなにしてはならない 。」 （ヘブライ 4:3 ～ 7 ） 

 

著者は、「神の安息に入る約束がまだ続いているのに、入り損ねる者があなたがたのう

ちから出るなどということがないように、注意しようではありませんか」と忠告している。

そして、「信じた私たちは、この安息に入ります」と言っている。ヘブライ書が書かれた

時代の人々にとって、安息に入るということは、終末の時に約束されている全き救いに与

ることを意味している。著者は、福音を信じた私たちには、将来、全き救いに入ることが

確実であると言っている訳である。一方、出エジプトしたイスラエルの民には、安息に入

るということは、神が約束したカナンの地に入ることを意味している。著者は、この二つ

を並行して論じている。出エジプトした先祖たちにも、ヘブライ書の時代の人々にも、福

音が告げ知らされ、カナン侵入、安息入りが約束されている。しかし、先祖たちには聞い

た言葉が役に立たなかった。その言葉を聞いても、信仰と結び付けなかったからである。

だから、神が怒って、「彼らは決して私の安息に入ることはない」と誓った通り、カナン

に入れなかった。この言葉は、詩編95編 11節の「私は怒り、誓いを立てた。『彼らは私の

憩いに入れない』と」からの引用である。また神は、天地創造を第六の日に終えられた。

七日目について、「神は七日目に、そのすべての業を終えて休まれた」と言われている。

神は全ての創造の業を完成された七日目に安息され、この日を祝福して聖別された。著者

は、この箇所でも、「彼らは決して私の安息に入ることはない」と、詩編95編 11節の言葉

を繰り返している。出エジプト記でも、詩編でも、聞いた約束の言葉を聞かなかったかの

ように無視する不信仰のゆえにカナンに、安息に入ることを拒まれたと注解している。し

かし著者は、「この安息に入る機会は人々にまだ残されており」と受け取っている。福音

を、約束の言葉を告げ知らされた人々は、不信仰と不従順のために安息に入ることがなか

ったが、神は、長い年月の後に、改めてある日を「今日」と定めて、ダビデを通して「今

日、あなたがたが神の声を聞くなら / 心をかたくなにしてはならない」と語られた。この

言葉は、詩編95編 7 ｂ～ 8 節の「あなたがたは今日、主の声を聞きなさい。『メリバにい

た時のように / マサの荒れ野にいた日のように / 心をかたくなにしてはならない 』」 から

の引用である。詩編95編は七十人訳では、ダビデの歌となっている。著者は、ダビデの詩

編の言葉を引用し、出エジプトした民がメリバとマサで、神の言葉への不信仰と不従順に

陥り、カナンに、安息に入れなかったが、あなたがたは「今日」という日に、神の声を聞

くなら、心を頑なにしてはならないと諭している。福音をしっかり聞いて信じ、安息に、

全き救いに入るようにと、信仰を励ましている。 


